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陸奥湾における下痢性貝毒による毒化状況､原因プランクトンの出現状況および発生機構を調査

し､毒化予察の方法を検討 した｡なお､調査の詳柵については ｢昭和61年赤潮 ･特殊プランク トン

調査報告書｣ (昭和62年 3月､青森県)として報告した｡

調 査 方 法

I.陸奥湾定点調査

1)調 査 時 期

項 目 定点月1 2 3 4 5 6 7 8 9
10 ll 12 計観 測 及 び 西 湾 1 1 3 4

4 3 2 2 3 4 1 1 29ブ ラ ンク 卜ソ調査 東 湾 1 1 3 4 4 3 2 2 3 4 1 1 29

三一三や 垂 下 20m 貝 西 湾 1 1 3 4 4 2

2 2 3 4 1 1 28刀刺 地 ま き 貝 1

1 3 4 4 2 2 2 3 4 1 1 28

垂 下 20m 貝 東 湾 1 1 3 4 4 2 2 2
3 4 1 1 28定 地 ま き 貝 1 1 3 4 4 2 2 2 3 4 1 1 28

E=2)調 査 地 点 陸奥湾内 2定点 (西湾定点､東湾定点)

(図- 1)3)調 査 項 目 気象､海象､海況､採水プラソクトソ

､ホタテガイ毒力2

.陸奥湾全湾鞠査1)調 査 時 期

第 1回調査第 2回調査

第 3回調査2)調 査 地 点

4月17-19日5月 7- 9

日6月10-12日



むつ

16

青森
○
青森

図-1 陸奥湾定点調査定点

結 果

図-2 陸奥湾全湾調査定点

1.昭和61年の毒化は､例年より約 1ケ月早く､3月中旬には0.3MUの債が検出された｡また､

毒化の終了は､例年より約 1ケ月遅く､10月末まで毒力が検出された｡

2.垂下貝の毒力の最高値は､西湾定点で5月18日､7月1日に1.8MU､東湾定点で6月30日､

8月25日に4.OMUの値が検出された｡また､地まき貝の毒力の最高値は､西湾定点で5月12日

に0.6MU､東湾定点で7月28日に5.OMUの値が検出された｡

3･D.fortiiの出現状況は､両定点とも2月からみられていたが､本格的に出現したのは4月中

旬以降からで､最高出現数は､西湾定点で6月中旬に2,1箔細胞/B､青湾定点で7月中旬に

4,685細胞/Bの出現がみられ､その出現は､例年同様､水温上昇期における水温が8℃～18℃

台の水塊に多く出現した｡

4.D.acu7ninataは､両定点ともほぼ通年にわたり出現し､その出現数は､例年に比べ多く､特

に3月～5月の出現が多かった｡ 最高出現数は､西湾定点で5月下旬に795細胞/B､東湾定点

で8月上旬に1,015細胞/βの出現がみられた｡

5.本年の3月～5月における毒化は､この時期､例年にない多くのD.acu7ninataの出現によっ

て生じたと考えられた｡このことから､今後､D.acuninataについて､その発生､増殖､消滅

機構を究明する必要があると考えられた｡

6･ 5月以降､本格的に毒化がみられた時期の毒力の上昇は､両定点ともD.fortiiの出現数の増

加と良く対応していた｡

7･ ホタテガイの毒化状況と毒化原因プラソクトン (D.fortii､D.acu7ninata)の出現状況と

の対応を細部にわたり検討したところ､それらは良く対応したものとなっていないことから､今

後､新たなプラソクトンの見直しと､ブランクトソごとの毒の性状を､ホタテガイの中腸腺に含

まれる毒組成とともに研究する必要がある｡

8･毒化予察の方法として､D.fortii'の出現状況を､水温､塩分をファクターとして予測したが､

実出現数と予測値は良く対応したものとはなっていないことから､今後､D.fortiiの発生､増

殖､消滅の過程を動態的にとらえて行くこと､また､過去の調査結果についても精査する必要がある｡
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